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窪橋　橋梁一般図（復元図）

令和7年5月

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺 図面番号

会 社 名

1

事業者名 山　梨　市

窪橋　橋梁一般図（復元図）

市道14093号線窪橋補修工事
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窪橋　補修一般図

令和7年5月

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺 図面番号

会 社 名

2

事業者名 山　梨　市

窪橋　補修一般図

市道14093号線窪橋補修工事
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下部工

補修項目

【補修箇所】損傷内容(原因)

凡例

コンクリート断面修復工

項　　目

窪橋 補修項目

備　　考

コンクリート断面修復工 左官工法

左官工法

歩行者自転車用柵兼用車両用防護柵C種 H=1.1m防護柵取替工(地覆改修・防護柵設置)

対象部材

防護柵

P1橋脚

A1,A2橋台

防護柵取替工(地覆改修・防護柵設置)

コンクリート断面修復工コンクリート断面修復工

防護柵取替工(地覆改修・防護柵設置)

コンクリート断面修復工コンクリート断面修復工

防護柵取替工(地覆改修・防護柵設置)

防護柵取替工(地覆改修・防護柵設置)

コンクリート断面修復工

コンクリート断面修復工

コンクリート断面修復工

【橋台側面】断面欠損(原因:不明)

【橋脚側面】うき(原因:不明)

【橋台側面】断面欠損(原因:不明)

コンクリート断面修復工

【橋台側面】断面欠損(原因:不明) 【橋台側面】断面欠損(原因:不明)

【橋脚側面】うき(原因:不明)

【橋台側面】断面欠損(原因:不明) 【橋台側面】断面欠損(原因:不明)

【防護柵】高さ不足(原因:　-　)

【防護柵】高さ不足(原因:　-　)

【防護柵】高さ不足(原因:　-　)

【防護柵】高さ不足(原因:　-　)

コンクリート断面修復工
【橋脚側面】うき(原因:不明)

不明

基礎工形式

支 間 長

不明

設計活荷重

縦断勾配

支　　承

5.48m+5.47m

横断勾配

 0.18m+3.60m+0.18m=3.96m(補修前)

橋　　長

道路規格

不明

斜    角

3 種 5 級 相当

上部工形式

5.755m+5.745m

不明

単純RC床版橋×2連

A1:72°,P1:74°,A2:74°

不明

橋　　梁　　諸　　元

幅員構成

適用示方書

交差河川

下部工形式

一級河川　富士川水系　平等川

重力式橋台、逆T式橋脚(想定)

不明

図　示



窪橋　下部工断面修復工（１）

令和7年5月

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺 図面番号

会 社 名

3

事業者名 山　梨　市

窪橋　下部工断面修復工（１）

市道14093号線窪橋補修工事
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S3 D13

アンカー削孔 φ16x110

(MKロック MK-350同当品)

あと施工アンカー

無機系カートリッジ型注入材

S2 D13

(下流)

(上流)

    8. 鉄筋露出部では、鉄筋の裏側まで確実にはつり取ること。

    7. 表面仕上げ後の養生は、温度,風,直射日光等を判断し、十分な強度を発現するまで確実に実施すること。

(2) 下地処理(清掃、鉄筋ケレン)

 はつり範囲を10mm程度コンクリートカッターで線を入れてからはつる。

・養生剤塗布または噴霧やシート養生によって、通風と直射日光の遮断を行う。(6) 養生

    6. 断面修復にあたっては、既設との付着を得るための1層目および各層間の施工には十分注意して行うこと。

       また、カッター施工時には多量の粉塵が発生するため、集塵機等を用いた飛散防止対策を行うこと。

(3) 鉄筋防錆処理(鉄筋露出部) ・既設鉄筋の防錆を目的として鉄筋表面に防錆材を塗布する。

注) 1. はつり範囲の周囲にはカッターで縁切を行い、健全なコンクリートをはつらないよう注意して行うこと。

・うき、脆弱部、ほこり等を電動ハンマーやワイヤーブラシで除去し、清掃する。

断面修復工施工手順

・こてなどを用いて欠損部にポリマーセメントモルタルを塗る。

    3. 清掃の際には、表面のレイタンス,ほこり,油分,塩分等を完全に除去すること。

(4) プライマー塗布

    5. プライマーは、施工面に均質に塗布すること。

・既設コンクリートと断面修復材の接着性を目的としてエポキシ樹脂系

 電動ハンマーで除去する場合は、健全なコンクリートをはつらないように、

    9. 施工数量は現地を再確認のうえ決定すること。

(1) はつり(カッター縁切、劣化部除去)

    2. はつり殻が飛散しないように作業範囲をシート等で覆って作業すること。

(5) 断面修復(こて塗り)

    4. 鉄筋の防錆処理は、鉄筋腐食が生じる前にケレン後速やかに行うこと。

 プライマーを刷毛にて塗る。

あと施工アンカー

500

あと施工アンカー

(先にコンクリートアンカー等で固定)

注) 断面修復時のポリマーセメントモルタルのかぶりは最小1dまたは10mm以上確保すること。

断面修復工標準図

注) カッター工は、鉄筋かぶりの少ない範囲の鉄筋を損傷させないこと。

注) 鉄筋露出部は、鉄筋の裏側まではつり、防錆処理を施すこと。

(左官工法)

(3) 既設鉄筋防錆材塗布

H
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0
mm
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(2) 下地処理
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鉄筋加工図 S=1：5
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91

S1　3-D13×370

R70

鉄筋表
符 号 径 長さ(mm)　 本 数

単位重量
 (kg/m)

重　量(kg) 摘　　　要重量(kg)／本

S1

S2

370D13 3 0.995 1

D13(SD345)         　合計　3.3　kg

D13 340 6 2

0.368

0.3380.995

S3 D13 260 1 0.30.2590.995

　2.補修工事に先立って、必ず現地計測を行い、現地状況を確認すること。

　  また、必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

　1.本図面は既往資料及び現地計測結果を元に作成しているが、

　3.必ず現地にて補修箇所及び数量を確認の上で、施工を行うこと。

注記)

　　一部推定の箇所もあることから、使用の際は注意すること。

P1橋脚

図　示



窪橋　下部工断面修復工（２）

令和7年5月

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺 図面番号

会 社 名

4

事業者名 山　梨　市

窪橋　下部工断面修復工（２）

市道14093号線窪橋補修工事
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　3.必ず現地にて補修箇所及び数量を確認の上で、施工を行うこと。

注記)

　　一部推定の箇所もあることから、使用の際は注意すること。

　2.補修工事に先立って、必ず現地計測を行い、現地状況を確認すること。

　  また、必要に応じて変更等の見直しを行うこと。

　1.本図面は既往資料及び現地計測結果を元に作成しているが、

あと施工アンカー あと施工アンカー(先にコンクリートアンカー等で固定)
(先にコンクリートアンカー等で固定)

鉄筋加工図 S=1:5
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鉄筋表

符 号 径 長さ(mm)　本 数
単位重量

 (kg/m)
重　量(kg) 摘　　　要重量(kg)／本

S1

S6

200D13 1 0.995

D13(SD345)         　合計　2　kg

D13 170 2

0.199

0.1690.995

S2 120D13 0.995 0.119

S3 230D13 0.995 0.229

S4 300D13 0.995 0.299

S5 340D13 0.995 0.338

S7 D13 300 0.2990.995
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A1、A2橋台

図　示



窪橋　防護柵補修図（１）

令和7年5月

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺 図面番号

会 社 名

6

事業者名 山　梨　市

窪川　防護柵補修工（１）

市道14093号線窪橋補修工事

(上流)

(下流)

D13K1

H2 D13H1 D13
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K3 D13
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650 0.65K3 94 61D13 0.995

リットル

型枠面積

コンクリート体積 σck=24N/mm2

本

単　位

1.88

188

0.78

m3

m

項　目

22.86

1式当り

目地シール材（弾性シーリング材）

地覆水切り材

3.2

m2

あと施工アンカー注入材

コンクリート取壊し体積

ウォーターカッター同等品

数　量

地覆改修工 数量表

20.80

m3

MKロック MK-350同当品

摘　要

3.54

アンカー削孔 φ16×110

鉄筋コンクリート

m 2.80橋面排水管　VP40 エルボ含む

1
2
0

3
0
0

1
00

4@250=1000200
200

200
200

200
200

250

コンクリート舗装

橋面排水管詳細図 S=1:20

床版側面

リットル

1
80

1
20

3
0
0

1
00

　位置をずらして、削孔すること。

5.ひび割れ防止に関しては、現場養生を十分行うとともに、

　膨張材等の混和材を使用する。

1.新設コンクリート強度はσck=24N/mm2以上とする。

2.鉄筋の材質はSD345とする。

3.各寸法は、施工前に現場にて確認を行い製作・施工を行うこと。

4.アンカー削孔の際は、既設鉄筋を破断せぬよう、配筋調査を

　行うこと。尚、アンカー削孔位置に既設鉄筋があたる場合は、

注記)

200 200

200 200

P1
A2A1

3
00

50

添架管移設

(想定)

150 60 90

300

2
50

1
00

2
8
0

73 154 73 防護柵用 先埋めアンカー
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